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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

 

陸
上
自
衛
隊
は
、｢

日
英
陸
軍
種

間
の
相
互
理
解
・
信
頼
関
係
を
強
化

す
る｣

た
め
な
ど
と
し
て
、
11
月
15

日(

水)

～
26
日(

日)

に
イ
ギ
リ
ス
陸

軍
と
の
実
動
訓
練
を
関
山
演
習
場
、

相
馬
原
演
習
場
な
ど
で
強
行
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
共
同
実
動
訓
練｢

ヴ
ィ
ジ
ラ

ン
ト
・
ア
イ
ル
ズ(
Ｖ
Ｉ)

23｣

は
、

自
衛
隊
と
英
軍
の
防
衛
協
力
を
強
化

す
る｢

円
滑
化
協
定(

Ｒ
Ａ
Ａ)｣

を
初

め
て
適
用
。
過
去
最
大
規
模
の
陸
自

約
２
０
０
人
、
英
陸
軍
約
２
０
０
人

が
参
加
し
、
島
嶼(

と
う
し
ょ)

防
衛

を
想
定
し
た
潜
入
・
偵
察
、
実
弾
に

よ
る
射
撃
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
英
国
軍
と
の
実
動
訓
練

は
憲
法
９
条
に
違
反
す
る
行
為
で

す
。
ま
た
、
日
米
安
保
条
約
や
地
位

協
定
で
ま
が
り
な
り
に
も
取
り
決
め

が
あ
る
米
軍
と
は
違
い
、
事
故
や
事

件
が
起
き
た
場
合
に
誰
が
責
任
を
と

る
の
か
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
危
険
な
訓

練
は
す
ぐ
に
中
止
す
べ
き
だ
と
し

て
、
11
日
、
市
民
ら
が
反
対
集
会
を

行
い
ま
し
た
。 

 

集
会
は｢

日
英
共
同
訓
練
に
反
対

す
る
上
越
共
闘
会
議(

布
施
辰
夫
代

表)｣

の
呼
び
か
け
で
行
わ
れ
、
約
40

人
が
氷
雨
降
る
中
、
か
に
池
交
差
点

で
反
対
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
馬
場
秀
幸･

牧
田
正

樹
両
県
議
を
は
じ
め
、
参
加
し
た
市

民
が
次
々
と
マ
イ
ク
を
握
り
、｢

世

界
中
で
戦
争
が
起
こ
っ
て
お
り
、
今

ま
さ
に
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
紛

争
は
戦
争
で
は
な
く
外
交
努
力
で
解

決
す
べ
き
だ｣｢

武
力
に
対
し
て
武
力

で
応
じ
る
の
は
戦
争
を
拡
大
す
る
こ

と
に
し
か
し
か
な
ら
な
い｣｢

軍
事
訓

練
は
武
力
の
示
威
行
動
で
あ
り
、
挑

発
行
為
だ｣

｢

せ
め
て
外
国
と
の
共
同

訓
練
は
や
め
て
ほ
し
い｣

な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
同
共
闘
会
議
は
、
13
日
に

上
越
市
に
対
し
て｢

市
と
し
て
こ
の

訓
練
に
反
対
す
る
こ
と｣｢

的
確
な
情

報
収
集
を
行
い
市
民
に
周
知
す
る
こ

と｣｢

妙
高
市
と
共
同
で
要
望
し
た
事

項
の
履
行
を
確
認
す
る
こ
と｣

の
３

点
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
申
し
入
れ
に
は
、
日
本
共
産
党
議

員
団
の
３
人
が
同
席
し
ま
し
た
。 

 上越市議会では、開かれた議会を目指し

ていろいろな取組を行っていますが、その

一つとして市民との意見交換会を行ってい

ます。 

 この秋の意見交換会は、｢ご意見を聞く

会｣(11/9 板倉コミプラ、11/10 安塚コミ

プラ)と、｢議員と気軽にトーク｣(11/12

オーレンプラザ)を行いました。 

 このうち、オーレンプラザのこどもセン

ターで行われた｢議員と気軽にトーク｣は、

こどもセンターを訪れた親子連れが気軽に

立ち寄れるようにと、議員が3つのブースを

用意して、車座になってご意見を聞きまし

た。 

 平良木議員が参加したブースには、4組の

親子連れが立ち寄り、それぞれが

日頃感じていること、困っている

ことなどを話しました。 

 10か月の乳児を連れてきた夫

婦は、｢この子が生まれてから保

育園を申し込もうとしたら、年度

始めの入園はすでに締め切りが過

ぎていた。０歳児の年度途中の入園ができ

るようにしてほしい｣と切実に訴えました。 

 また、小学校2年生の子どもを持つ母親

は、｢児童クラブの施設が古くてひどい。屋

内に氷柱(つらら)ができるほか、すきま風も

入る。校舎内に設置してほしいとお願いし

てもなかなか聞いてもらえない。なんとか

してほしい｣と話しました。また、この他に

も重要な話がいくつも出されました。 

 議会としては、これらの要望を市当局に

伝えるほか、場合によっては各委員会で審

議することになっています。 

 この日聞いた意見はいずれも重要な案件

ですので、日本共産党議員団としても行政

に強く働きかけていきます。 

          上越保健所管内 

          新型コロナ感染症 

          感染者定点報告数 

 10月23日～10月29日 ５.６３ (県２.６９)  

 10月30日～11月 5日 ４.８８ (県２.０９)  


